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こ
れ
ま
で
辰
口
中
央
小
学
校
見
守
り
隊
は

数
々
の
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
回
の
分
を

含
め
て
こ
れ
ま
で
の
受
賞
を
ま
と
め
て
み
ま
し

た
。

▼
５
月

日
（
金
）
午
後
３
時

分
ご
ろ

２０

４５

小
松
市

男
子
児
童
が
下
校
中
、
止
ま
っ
て
い
た
車
の

中
に
い
た
男
か
ら
「
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
」

と
声
を
か
け
ら
れ
、
腕
を
つ
か
ま
れ
そ
う
に

な
っ
た
。
男
は
刃
物
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ

て
い
た
。
児
童
は
逃
げ
て
無
事
だ
っ
た
。

黒
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
サ
ン
グ
ラ
ス
。
グ
レ
ー

の
軽
自
動
車
。

▼
９
月
９
日
（
金
）
午
後
４
時
ご
ろ

能
美
市
大
成
町
地
内
〈
浜
小
学
校
区
〉

能
美
根
上
駅
付
近
で
女
子
児
童
が
一
人
で
下

校
中
、
後
ろ
か
ら
つ
い
て
き
た
男
に
ラ
ン
ド

セ
ル
を
開
け
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
児
童
は

走
っ
て
家
ま
で
逃
げ
て
被
害
は
な
か
っ
た
。

若
い
男
。
白
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
黒
ズ
ボ
ン
。
赤

色
の
髪
に
サ
ン
グ
ラ
ス
、
マ
ス
ク
着
用
。

▼

月

日
（
火
）
午
後
４
時
す
ぎ

１０

１８

能
美
市
上
開
発
町
地
内
〈
辰
口
中
学
校
区
〉

辰
口
中
央
小
学
校
近
く
の
墓
地
付
近
で
中
学

校
生
徒
が
下
校
中
、
目
の
前
に
止
ま
っ
た
車

の
男
か
ら
「
こ
っ
ち
来
て
」
と
声
を
か
け
ら

れ
た
。
怖
か
っ
た
の
で
生
徒
は
逃
げ
て
被
害

は
な
か
っ
た
。

代
く
ら
い
の
男
。
黒
っ
ぽ
い
軽
自
動
車
。

４０黒
い
服
装
に
黒
マ
ス
ク
、
帽
子
着
用
。

不
審
者
情
報

＊
こ
の
情
報
は
緊
急
情
報
で
は
な
く
、
す
で
に
発
信

さ
れ
た
情
報
の
再
確
認
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
辰
口
中

央
小
学
校
の
見
守
り
隊

の
活
動
が
社
会
福
祉
の

増
進
、
学
校
安
全
の
振

興
に
功
績
が
あ
っ
た
と

し
て
県
知
事
な
ら
び
に

県
教
育
委
員
会
か
ら
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

石
川
県
知
事
表
彰
は

月

日
、
県
地
場
産

１０

２５

業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
成
田

隊
長
が
代
表
と
し
て
出

席
、
馳
県
知
事
か
ら
賞

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
教
育
委
員
会
の
表

彰
式
は
８
月

日
、
珠
洲
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

２１

た
が
、
遠
方
の
た
め
欠
席
と
な
り
、
後
日
、
教

育
委
員
会
よ
り
学
校
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

▽
２
０
１
７
（
平
成

）
年
８
月

２９

能
美
市
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰

▽
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年

月
１０

石
川
県
警
察
本
部
・
石
川
県
防
犯
協
会
表
彰

▽
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年

月
１１

石
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰

▽
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
８
月

石
川
県
教
育
委
員
会
表
彰

▽
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年

月
１０

石
川
県
知
事
表
彰



②緑が丘・松が岡の桜並木から徳久町を通

ってくる道路の横断歩道にさしかかりま

した。「朝の通勤時には車の交通量も多く、

なかなか止まってくれないドライバーも

いて危ないところです」と、梅野さんが教

えてくださいました。

①集合場所の下清水神社前に子どもた

ちが集まってきました。保護者のみな

さんも挨拶を交わし合います。きょう

は梅野さんの付き添いで出発です。「お

はよう」。開けた窓や玄関先からも子ど

もたちに声がかかります。

③上清水町の子どもたちも合流してきま

す。保護者の方に見送られながら整列して

歩き始めます。見守りも梅野さんから上清

水町の中田さんにバトンタッチです。

④北市町にさしかかりました。先に出発し

た北市町の集団が見えます。神社裏の横断

歩道手前で停止し、隊列を整えます。「通学

路の途中がせまくてなっていて子どもたち

が事故にあわないか心配です」と、中田さ

んが話してくださいました。

⑤県道上開発交差点までやってきました。

信号が青でも無理はしません。全員がそろ

うまで待ちます。さすが６年生、しっかり

したリーダーです。ここで中田さんが手を

はなします。子どもたちが上開発町に入る

まで交差点から見守っていらっしゃいま

した。

⑥上開発町に入ってきました。旧能美線

の交差点では、先行していた北市町の

近藤さんが安全を確認してくださいま

した。上開発町の出口の交差点では、上

開発町の徳田さんが子どもたちを挨拶

で迎えてくださいます。

⑦最後の横断歩道はましじ広場

角の交差点です。ここでは毎日、

市給食センター所長の村本さん

（徳久町）がお仕事前に子ども

たちの安全を守ってくださっています。

見事な連携プレーに守られながら、子どもたちは元気

よくましじ広場の階段を上っていきました。

長
い
道
の
り
を
毎
日
、
平
然
と
歩
く
子
ど
も
た
ち
。

そ
の
心
と
体
の
パ
ワ
ー
に
驚
き
ま
す
。
登
下
校
で

培
っ
た
力
が
将
来
き
っ
と
生
き
る
ん
で
す
ね
。


